
2025 年 7 月 16 日 

 

西尾張シーエーティーヴィ株式会社 

（クローバーTV/エフエムななみ） 

 

第70回エフエムななみ 番組審議会 議事録 

 

１．開催日時 

2025年7月16日(水)15時30分～16時05分 

 

２．開催場所 

西尾張シーエーティーヴィ株式会社２階スタジオ 

 

３．出 席 者(敬称略) 

番組審議委員：浅井厚視、加藤憲治、市川記世子、服部好輝(伊藤義幸 代理)、 

神野忠昭、伏見友梨香、山田真莉菜(吉田美穂 代理)、丹羽修治、 

佐藤克樹(早川宗徳 代理) 

以上9名 

放送事業者 ：小山典孝、大橋司(記) 

 

４．議  事 

(1)中野代表取締役社長よりエフエムななみ挨拶 

・中野代表取締役社長欠席により割愛 

 

 (2)委員長開会挨拶 

・暑い中お集まりいただき有難うございます。 

今回も番組に関するご意見をお聞かせ願いたいと思います。 

 

(3)報告事項 

①第69回審議会(5月21日開催)での報告 

・資料に基づき報告 

 

②エフエムななみ活動報告 

・資料に基づき報告 

 



③緊急放送・緊急対応について 

 ・期間内の放送および対応無し 

 ・緊急放送で発信する情報は各市町村から提供されるのか？(加藤委員) 

    ⇒各市町村の防災担当部署や気象庁から発信される情報をLアラートシステムでキャ

ッチして放送している(事務局) 

   ・各市町村の緊急招集基準は？(加藤委員) 

⇒津島市では震度6弱の地震発生で全職員が招集。災害対策本部が設置されると幹部

職員が一斉メールで招集される。洪水などの招集基準は無い(市川委員) 

   ・線状降水帯や洪水に対する対応は？(浅井委員長) 

⇒蟹江町では洪水警報が出た場合、消防団を待機させる程度で招集はしない。河川が

決壊する手前まで状況が悪化した場合は恐らく招集される。対岸である名古屋市の

対応にもよる。日光川は水閘門があり、ある程度の水位上昇に耐えられるが、庄内

川や新川は水閘門が無いため、満潮時のタイミングで水位上昇すると招集となる可

能性が高い(丹羽委員) 

 ・警報が出てもすぐに解除となるのは何故か？(加藤委員) 

⇒防災では警報を出さないよりは出した方が良いという判断である。そのため、危険

度が低い場合はすぐに解除となる(丹羽委員) 

 ・クローバーTVではどの河川の水位情報を流しているのか？(浅井委員長) 

⇒日光川や福田川、領内川など、この辺りの河川水位情報は全て122chで放送してい

る(事務局) 

 

 （4)番組試聴 

①「令和7年度 海部地方総合防災訓練」 

■放送日時 

・2025年6月1日(日) 8：30～11：30 

・ラジオで聞く分には問題無いが、テレビで見た場合、例えば、消防団員募集の内容

はテロップがあった方が良い。特別訓練のテロップはもっと内容を詳しく記載した

方が良い(市川委員) 

    ・生中継ならではの臨場感が良く感じられた。消防団募集の内容はテロップがあった

方が良かった。炊き出しのシーンは生徒のコメントが突然始まった印象があり気に

なった(服部委員) 

    ・排水機の排水能力を25ｍプールに例えた点が耳で聞いた時に分かりやすかった。消

防団募集の内容は消防団の位置付けについても説明していて良かった。現地リポー

トが場内アナウンスの音声と被っていた箇所があったが、生中継であれば仕方ない

と感じた(神野委員) 



    ・炊き出しのシーンで中学生にインタビューしていたが、同世代が防災に対する意識

を深める機会にもなったと思う。生徒の姿を見た大人も気を引き締める機会となる

ため、中学生にスポットを当てたのは良い(伏見委員) 

    ・特別訓練のシーンで場内アナウンスが無い場面では、現地リポーターによる解説を

入れた方が良い。インタビューが多く、参加者の声を聞けた点が良い(佐藤委員) 

    ・排水ポンプ車の訓練を行っていたが、海抜ゼロメートル地帯に住む住民にとって大

切な情報を伝える機会となったため、今後も放送を継続いただきたい(丹羽委員) 

    ・最後のヘリコプター出動のシーンではリポーターの説明が無かったため、状況を伝

えると良かった(山田委員) 

    ・挨拶やインタビューのシーンでは誰が関わっているのかを伝えた方が良いため、人

物名をテロップ表示すると良い(加藤委員) 

 

5．2025 年度 番組審議会開催日程について 

・エフエムななみ番組審議会(年 6 回：5/21、7/16、9/17、11/19、1/21、3/18) 

・クローバーＴＶ番組審議会(年 2 回：9/17、3/18) 

 

6．その他 

・毎回多くの意見を集めるのは良いことだが、メインテーマを設定した方が良い(加藤委員) 

 

7．審議機関の答申又は意見の概要の公表 

(1)公表の方法 

・自社ホームページへの掲載 

(2)公表の内容 

・審議内容をホームページに記載 

(3)公表年月日 

・2025 年 8 月 30 日(土) 

 

※次回開催日程 

 ・第 71 回エフエムななみ 番組審議会：9 月 17 日(水)予定 

 

以上 


